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「
や
す
子
の
十
大
ニ
ュ
ー
ス
」 

〜
昨
年
の
活
動
を
ま
と
め
ま
し
た
〜 

一
、 

教
育
委
員
会
予
算
の
削
減
を
や
め
、
増
や
し
て
く

だ
さ
い
、
と
強
く
抗
議
し
ま
し
た
。
教
育
予
算
の

全
体
に
占
め
る
割
合
が
年
々
減
り
、
十
一
月
補
正

予
算
で
遂
に
七･

八
％
に
ま
で
落
ち
込
み
、
最
低

だ
っ
た
八
％
を
下
回
る
現
状
で
す
。 

 

二
、「
市
民
協
働
の
人
づ
く
り
条
例
（
仮
称
）」
の
策
定

が
教
育
委
員
会
を
中
心
に
準
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

 
 
 

私
は
、「
家
庭
」
や
「
地
域
」
の
役
割
に
ま
で

条
例
で
踏
み
込
む
こ
と
は
慎
重
に
考
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
し
、
子
ど
も
の
権
利
条
約
の
趣
旨
を

ど
こ
ま
で
取
り
入
れ
る
の
か
が
焦
点
に
な
る
と

思
っ
て
い
ま
す
。
文
教
委
員
会
で
も
そ
の
よ
う
に

主
張
し
ま
し
た
。
み
な
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
聞
か

せ
く
だ
さ
い
。 

三
、
乳
幼
児
医
療
費
の
無
料
化
、
い
よ
い
よ
拡
大
の
見

通
し
で
す
。
就
学
前
ま
で
を
主
張
し
ま
し
た
。

四
、「
む
だ
づ
か
い
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
」
を
月
一
回
、
取

り
組
み
ま
し
た
。
岡
山
駅
の
西
口
、
東
口
周
辺
の

む
だ
づ
か
い
、
特
定
の
事
業
者
に
多
額
の
税
金
を

投
入
し
て
い
る
実
態
に
せ
ま
り
ま
す
。 

五
、
憲
法
制
定
六
十
周
年
に
あ
た
り
、
原
水
爆
禁
止
世

界
大
会
（
長
崎
）
に
参
加
し
ま
し
た
。
被
爆
さ
れ

た
方
が
戦
争
の
悲
惨
さ
を
訴
え
な
が
ら
「
私
た
ち

に
と
っ
て
、
六
十
周
年
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
七
十

周
年
は
も
う
こ
な
い
。」
と
世
界
平
和
の
実
現
を

未
来
に
託
す
言
葉
が
印
象
的
で
し
た
。 

六
、「
憲
法
九
条
の
会
」
が
市
内
全
域
で
発
足
し
て
い

ま
す
。
岡
北
、
幡
多
学
区
、
続
い
て
財
田
共
同
セ

ン
タ
ー
の
九
条
の
会
、
発
足
に
力
を
入
れ
、
署

名
・
宣
伝
行
動
に
も
取
り
組
み
ま
し
た
。 

七
、
国
民
体
育
大
会
・
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が

四
三
年
ぶ
り
に
岡
山
で
開
催
。「
も
も
た
ろ

う
ス
タ
ジ
ア
ム
」
で
行
わ
れ
た
開
会
式
に
参

加
し
ま
し
た
。
障
害
を
持
っ
た
方
の
一
生
懸

命
な
姿
に
感
動
し
ま
し
た
。 

八
、
灘
崎
・
御
津
と
の
合
併
式
典
に
参
加
し
ま
し

た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
町
の
良
さ
は
残
す
と
い
い

な
が
ら
、
合
併
後
は
、
乳
幼
児
医
療
費
無
料

の
年
齢
が
岡
山
市
の
低
い
年
齢
に
な
り
ま

す
。
灘
崎
の
共
同
作
業
所
の
補
助
金
は
、
早

く
も
来
年
度
か
ら
岡
山
市
の
基
準
で
減
額

さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。 

九
、
不
当
な
起
訴
を
さ
れ
て
い
る
大
分
県
豊
後
高

田
市
の
大
石
市
会
議
員
を
応
援
す
る
た
め
、

裁
判
の
傍
聴
に
足
を
運
び
ま
し
た
。
後
援
会

ニ
ュ
ー
ス
を
配
っ
て
い
て
逮
捕
さ
れ
る
の

は
許
せ
ま
せ
ん
。
憲
法
で
保
障
さ
れ
た
表
現

の
自
由
を
な
い
が
し
ろ
に
し
て
は
い
け
ま

せ
ん
。
国
際
人
権
規
約
の
委
員
で
も
あ
る
エ

バ
ッ
ト
氏
も
応
援
に
駆
け
つ
け
ま
し
た
。 

十
、
衆
議
院
の
解
散
で
萩
原
氏
が
選
挙
に
出
馬
を

決
め
、
突
然
の
市
長
選
挙
と
市
議
補
選
。
市

議
補
選
で
林
潤
氏
を
擁
立
し
て
、
当
選
を
め

ざ
し
て
が
ん
ば
り
ま
し
た
。 

 

【
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
】 

一
月
四
日 

市
役
所
前
で
新
年
の
挨
拶
、
宣
伝 

五
日 

初
せ
り
、
中
央
卸
し
売
り
市
場 

 
 
 

八
日 

消
防
出
初
め
式 

 
 
 
 
 
 

成
人
式
（
岡
山
ド
ー
ム
） 

 
 

十
五
日 

 

人
権
連
・
新
年
会 

二
四
日
〜
二
六
日 

文
教
委
員
会

視
察

 

日本共産党市議団は、11月18日、2,006年度

予算編成に向けて、平和の問題や教育の問題な

ど２２０項目の要望を市長に提出しました。 

（２面に関連記事）                 

                       

今、介護保険法の改悪、障害者の自立支援法でサー

ビスに自己負担を取り入れる規定を導入、年金改悪、庶

民増税や定率減税の廃止など、社会保障がなし崩しに

改悪され、憲法２５条で保障される文化的で人間らしく生

きる権利さえも奪われようとしています。 

それだけでなく、基本的人権の制約や自衛隊の海外

派兵を可能にする等の改憲の動きが強まり、暮らしや平

和が脅かされています。 

憲法・地方自治法の理念は、戦争放棄、住民の福祉・

くらしを守ることです。岡山市民のくらしや福祉をどう守っ

ていくか、市民の視点で国に声を出すことが求められて

います。ますます、議員の果たす役割は重要になってい

ます。市民のくらし・福祉・教育の充実にむけて頑張りま

す。  

今年も宜しくお願いします。 
  

 
 
 

ニュース 
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◆
◇
い
ま
、
な
ん
で
政
府･

与
党
は 

憲
法
を
変
え
る 

― 

と
い
う
の
で
し
ょ

う
。 

 

国
民
の
中
か
ら
は
、
そ
う
い
う
大
き

な
声
は
出
て
い
ま
せ
ん
。 

 

私
た
ち
が
、
い
ま
、
大
き
な
関
心
を
も
っ
て
い
る

の
は
、
老
後
の
こ
と
で
す
。 

 

医
療
費
は
ど
ん
ど
ん
高
く
な
る
、
国
民
年
金
だ
け

の
人
で
も
は
い
れ
る
養
護
施
設
が
足
ら
な
い
、
息
子

や
孫
た
ち
に
仕
事
が
な
い 
― 
そ
う
い
う
不
安
を
か

か
え
た
老
後
が
待
っ
て
い
る
の
で
す
。
こ
れ
を
ど
う

に
か
し
て
ほ
し
い
の
で
す
。 

 
 
 
 
 

『
山
陽
新
聞
』（
11
月
13
日
）
に
「
一
発

五
億
円
の
ミ
サ
イ
ル
を
百
二
十
八
発
つ

く
る
計
画
」
と
出
て
い
て
、
び
っ
く
り

し
腹
が
立
ち
ま
し
た
。
ミ
サ
イ
ル
が
空

を
飛
び
か
う
よ
う
に
な
っ
た
ら
お
し
ま

い
で
す
。
そ
う
な
る
前
に
、
根
気
強
く

平
和
的
な
話
し
合
い
を
す
る
、
こ
れ
が

政
府
の
や
る
べ
き
外
交
で
は
な
い
で
す

か
。
戦
争
の
準
備
の
た
め
に
税
金
を
つ

か
っ
て
ほ
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。 

 
 

戦
争
へ
、
戦
争
へ
、
戦
争
を
や
り
た

い
ア
メ
リ
カ
に
く
っ
つ
い
て
一
緒
に
戦

争
を
す
る
、
そ
の
た
め
に
憲
法
を
変
え

よ
う
と
し
て
い
る
ん
で
す
ね
。

 
 

だ
っ
た
ら
、
私
た
ち
は
次
の
世
代
の

た
め
に
も
、
平
和
憲
法
を
守
り
た
い
、

と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 
 
 
 

（
祇
園
・
Ａ
子
）

 

 

 

 

竜
の
口
・
財
田
学
区 

憲
法
改
悪
反
対
共
同
セ
ン
タ
ー 

稲
葉
市
議
の
活
動
地
域
で
憲
法
九
条
を
守
る
組
織
が
次
々
と
生
れ
、
そ
の
行
動
に

都
合
の
つ
く
限
り
稲
葉
さ
ん
も
参
加
し
て
い
ま
す
。 

 11月９日、「乳幼児医療費無料化をすすめる岡

山の会」が6,907筆の署名を添えて、岡山市に「医

療費無料の対象年齢引き上げ」の要望書を提出し

ました。倉敷市は県の補助が少ない中でも、年齢

引き上げに踏み切ったこと、灘崎や御津との格差

を早くなくしてほしいなど訴えました。稲葉、藤

沢議員も同席し支援しました。 

その後、11月18日に日本共産党市議団が来年

度予算要求の申し入れをした際、高谷市長は「医

療費無料化の年齢拡大を他の市町村に合わせるよ

うにする」と約束しました。 

 

 

憲
法
９
条
を
守
る 

岡
山
北
部
共
同
セ
ン
タ
ー

昨
年
二
月
一
日
に
発
足
。
「
み
ん
な

の
診
療
所
」
の
真
鍋
所
長
さ
ん
を
迎
え

た
憲
法
学
習
、
「
九
条
の
会
」
の
呼
び

か
け
と
「
共
同
セ
ン
タ
ー
」
の
訴
え
二

千
枚
の
地
域
配
布
、
生
活
と
健
康
を
守

る
会
北
ブ
ロ
ッ
ク
で
の
宣
伝
・
署
名
な

ど
の
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。 

 

毎
月
九
日
、
岡
北･

京
山･

香
和
の
三

中
学
校
区
の
順
番
に
行
動
し
て
い
ま

す
。
十
二
月
九
日
は
八
人
が
参
加
し
、

「
半
田
山
ハ
イ
ツ
」
で
戸
別
訪
問
し
て

署
名
活
動
を
行
い
ま
し
た
。 

一
月
は
、
岡
北
学
区
で
街
宣
・
署
名

活
動
を
し
ま
す
。 

岡
北
地
区
９
条
の
会 

 
 

― 

二
月
に
学
習
会 

 

昨
年
の
連
続
三
回
の
憲

法
塾
に
続
い
て
岡
北
地
区

九
条
の
会
は
、
二
月
四
日

(

土)

午
後
二
時
か
ら
北
公

民
館
で
、
岩
間
一
雄
先
生

（
岡
大
名
誉
教
授
）
を
迎

え
学
習
会
を
行
い
ま
す
。 

十
一
月
十
二
日
（
土
）
、

岡
山
医
療
生
協
の
「
健
康
ま

つ
り
」
が
藤
の
里
の
公
会
堂

で
行
わ
れ
、
稲
葉
泰
子
議
員

も
参
加
し
ま
し
た
。
介
護
保

険
の
制
度
改
悪
、
医
療
費
の

制
度
も
変
え
ら
れ
よ
う
と

し
て
い
る
中
、
み
ん
な
が
健

康
に
つ
い
て
考
え
る
機
会

に
な
り
ま
し
た
。 




